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A01-14地球科学における情報爆発 ＝

データの爆発

地球観測の大規模＆高度化、
気候予測など様々なシミュレーション、etc
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ＧＰＳ 地球シミュレーター



A01-14地球科学データに関する時代的要請

• データ公開（しかも検索・可視化等の機能付で）

– 様々な機関・研究者がデータを所蔵

– でも、地球科学者には敷居が高い。

一元的に集める（DIAS） / ITで敷居を下げる

• ネット上のデータも手元データも一緒に扱いたい
– 研究の一線：多種多量のデータを組合せが重要

– いちいちDLし、ファイル形式を解釈…やってられない

– 一方，遠隔サーバだけで使えるサービスだと手元の
データに使えず不便

• プロだけでなく素人も使えるものを
– 環境問題には学際的取り組みが必要



A01-14本研究による問題解決のシナリオ

• 第1段階： 手持ちのデータの解析ツールとして使え、
Webでのデータ公開にも使える汎用ツール構築

– 戦略：UIはブラウザ．Webサーバ同梱でどこでもWeb
⇒ デスクトップでの利用からWebでのデータサービス

までシームレスに行える。手軽にデータ公開。

⇒Ｄｏｎｅ （現在機能増強中）⇒Ｄｏｎｅ （現在機能増強中）

• 第2段階： （現在進行中）

• 数値データと知見データの融合 （戦略：データから得ら
れる知見の文書化・DB化サポート）

• 相互通信・横断利用 （戦略：Webサービスとp2pで）

⇒ 「地球科学のデータと知見のWeb」へ



A01-14研究成果はこの中に統合的に実装：

Gfdnavi: Geophysical fluid data navigator
オープンソースで公開

http://www.gfd-dennou.org/library/davis/gfdnavi/

http://www.gfd-dennou.org/library/davis/gfdnavi/


A01-14本課題の位置づけ

• 社会に貢献できる成果
–地球環境科学への貢献と、地球計測や環境・
防災に関わるデータ・情報の一般向け発信

• システム採択：
– 衛星降雨観測データ公開サイト (JAXA,NiCT,大学共同プロジェクト)
– 大気質監視衛星測器(2009打上予定)の一般向けデータ公開
システム並びに科学検証用システム(JAXA)

– 検討中：IPCCの次期レポート用国際分散DBにおける利用

– その他：日本発金星探査での利用計画など

• 招待講演：
– GO-ESSP：IPCC用ＤＢなどに関する国際会議（9月、シアトル)
－ 堀之内，西澤

– 国際地球観測年50周年記念国際シンポジウム（11月、つくば）
－ 堀之内



A01-14
Gfdnaviの特徴

• データ整理（メタデータ抽出・検索），データ分析，

可視化までの一連の作業を支援

Gfdnaviサーバをローカルホストで立ち上げる

スタンドアローンで利用できる統合的なデータ分析
ソフトウエア

GfdnaviサーバをWebサーバとして立ち上げる

スタンドアローンで利用している環境と全く同じ環
境を公開することができる



A01-14ＵＩ
ホーム

ツリーから選択

あるいは検索

データ解析・可視化

知見ドキュメント生成



A01-14本年度の成果

• データ解析で得られた知見を文書化し，元データ
＆可視化法とともにＤＢ化する機能（昨年度開発開

始）が大きく発展 共同研究の新しい進め方な
ど，様々な応用が見えてきた! (e-Scienceの新展開)

• データアクセス性の向上：
– GfdnaviのP2Pネットワーク（がやっと稼動の見込み）．ネット越し
に利用可能なデータが飛躍的に増える見込みが出来た（by筑
波大北川・天笠） : OPeNDAPのみ Web上のあらゆるデータファイル

• 利用の広がり -- （徐々にですが）

• 実装も着実に良くなり，機能拡充している．

• GfdnaviのGUIとWebサービスの統合の見通し
– 次年度実装へ GUI～プログラミング間の移行をより自
在に．他サービスとの相互利用性も向上．



A01-14
Gfdnavi利用で得られる知見の

文書化＆ＤＢ化サポート

• Gfdnaviで行った可視化等をもとに文書を作成

可視化再現スクリプト、元データへのリンクとと
もにＤＢ

利用例：データ公開サイトにおける情報発信
(PR)、研究ノート、共同研究（共同作業や意思疎

通の補助，文書アーカイブ）など多様



A01-14
データ選択
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A01-14
描画
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描画
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A01-14
知見文書作成
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A01-14
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A01-14
可視化再現
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A01-14
文書一覧
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A01-14
表示
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A01-14
コメントを書く
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A01-14
コメントサマリが入る
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A01-14
コメント全文埋込
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A01-14データおよび解析手法と結びつ
いた知見文書の応用の可能性

• 再現性 検証可能性を確保! さらに応用や発展へ

• 研究のメモからデータ公開サイトにおける情報発信ま
で – 読者がデータに触れられる動的な文書の強み

– 一般向け: 科学リテラシの向上，知的好奇心・探究心の受皿
(データを「つつきまわせる」．例：集中豪雨事例を伝える文
書中の衛星画像や天気図で少し前の状況を見る．)

• 「ブログ / Wiki」による共同研究を可能に
• 研究事例 – ノウハウの蓄積．

– 従来：ちょっと専門が違うとデータをどう扱っていいかわから
ない 解析事例をもとに研究ができる 学際研究の促進

• 専門家によるアノテーション：
– 数値データの科学的内容がメタデータとして収集されるシス
テム．いわばブックマーク収集システム．例：衛星搭載マイク
ロ波放射計データを用いた台風の解析事例により，「台風」
というキーワードで同データが検索可能に．



A01-14
TRMM(熱帯降雨観測衛星)の「ギャラリー」ページより



A01-14まとめ

• 地球流体の数値データの解析可視化システム
データと知見をあわせ相乗効果を発揮するシ

ステムへの発展 – 実用的な価値 ＋ 新規性

• P2Pネットワークや，扱える外部データの拡大（本

年度は見通し），実装の強化改良等により，地球科
学の推進と情報発信により役立つGfdnaviへ



A01-14

以下，予備スライド



A01-14
Gfdnavi横断検索・相互利用の実現

中央サーバ方式のP2P
本年度中稼動予定

間接利用
直接利用

中央サーバ

問
合

サ
ー
バ

リ
ス
トユーザ



A01-14OpenIDOpenIDの導入の導入

ユーザ区分
スーパー
ユーザ

内部
ユーザ

外部
ユーザ

非ログイン
ユーザ

管理者権限付与 ○ × × ×

グループ作成 ○ × × ×
アカウント作成 ○ × × ×
描画方法作成 ○ ○ × ×
関数作成 ○ ○ × ×
知見文書作成 ○ ○ ○ ×
画像・数値データの
サーバへの保存

○ ○ ○ ×

解析・可視化 ○ ○ ○ ○
作った画像のダウンロード ○ ○ ○ ○
知見文書閲覧 ○ ○ ○ ○

① 権限の軽いユーザカテゴリを用意したい

② ネットワーク横断検索で、ユーザの同一性を保証したい

OpenID



A01-14OpenIDOpenIDの導入の導入

RDB

RDB

RDB
dataA

tomoba

tomoba
2つのサーバに登録された
ユーザ”tomoba”は
同一人物なのか？

① 権限の軽いユーザカテゴリを用意したい

② ネットワーク横断検索で、ユーザの同一性を保証したい
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Functionality
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A01-14

fork a child process

Analysis 
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open data file(s)

calculate draw

new 
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Analysis and Visualization



A01-14• Draw method and analysis function are not 
hard-coded.
– Their definitions are in YAML files (editable)

• one method in one file

:name: spectrum
:description: |FFT|^2 along a specific dimension
:nvars: 1
:script: |
[gphys0.fft(*arg0).abs ** 2]

:arguments:
- :description: the dimensions for spectrum
:value_type: array_string
:default: []

spectrum.yml

simple coding using GPhys

can create and modify
vie web-browser
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